
■ 9割の方が葬儀を「やってよかった」と回答。

■ 葬儀でやってよかったことで一番多いのは「生花を飾ること」

■ 葬儀社に求めることは「葬儀の飾りつけ」、「食事の手配」、「返礼品の選定」

■ 意外にも式場に個人の思い出の品や遺影以外の写真等を飾った人は半数に満たず。

一方で飾った人は葬儀自体の満足度が高い傾向に
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遺影写真作成サービス国内トップシェア、インターネットを活用した訃報のサービス
「tsunagoo」を展開する株式会社アスカネット（本社：広島県広島市、代表取締役社長松
尾雄司、以下アスカネット）は、過去に喪主の経験がある40代以上の男女400名を対象にお
葬式でやってよかったことに関する調査をおこないましたので、その結果を発表いたします。

【調査概要】
調査対象：喪主の経験がある40代以上の男女400名
調査会社名：アイブリッジ株式会社
調査ツール：Freeasy

集計方法：インターネット調査
調査期間：2023年1月10日
回答数 ：400名
※調査結果の数値は小数点第２位以下を適宜四捨五入して表示しているため、積み上げ計算すると誤差がでる場合があります。

※調査結果をご紹介いただく際は「アスカネット調べ」と注釈を記載ください。

【調査背景】

お葬式は大切な人とのお別れであるため、事前に葬儀に関して親族で話し合ったり、“もしもの

時”に向き合うことがなかなかできずにいる人も多いのではないでしょうか。しかしお葬式は切

っても切れない行事であるため、今回はお葬式の「やってよかったこと」に注目し、過去に喪

主の経験がある40代以上の男女400名を対象に調査いたしました。これらの調査結果を基に

「後悔のないお葬式」にするための参考になればと考えております。

【お葬式でやってよかったことに関する調査】

9割が葬儀を「やってよかった」と回答

葬儀で最も感動したのは「葬儀社の対応」

～喪主の経験がある40代以上の男女に調査！葬儀社に求めることとは～

※本調査は、アスカフューネラルサポートご契約者様におかれましては、
先行して公開させていただいた内容です。
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9割は「葬儀をやってよかった」と回答
やってよかったと感じる演出の中で、最も多いのは「生花を飾ること」

葬儀でやってよかったと感じる演出で一番多かった回答は「生花を飾る(137名)」で、続いて
「故人と同じ部屋で過ごす(103名)」、「思い出コーナー(49名)」という結果になりました。
生花(供花)は故人に贈る最後の送り物とされているため、どの葬儀形式においても「生花を飾
る」ことは重視されていることが分かります。

Q1.葬儀をやってよかったと思いますか？

Q2. 葬儀をやってよかったことは何ですか？

やってよかったと思うお葬式とはどんなものなのかを調査するにあたり、最初に葬儀の
満足度に関して調査をおこないました。
その結果、9割がやってよかった（よかった49.2%、どちらかといえばよかった41.7%）
と回答し、全体的に葬儀に関しての満足度は高いことが分かりました。
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続いて葬儀と写真に関する調査をおこないました。葬儀に故人の思い出の品や写真等を式場
に飾ったかを質問したところ、「飾らなかった」が51.2％と、飾らなかった人の方が多い結
果となりました。

写真を飾った方に対して、参列者や親族からの反応について伺ったところ、9割がよかった
（よかった44.1%、どちらかといえばよかった52.8%）と回答しました。

Q3. 故人の思い出の品や遺影以外の
写真等を式場に飾りましたか？

Q4. (Q3.で故人の思い出の品や遺影以外の写真等を式場に

「飾った」と回答された方へご質問です) 

参列者や親族からの反応はいかがでしたか？

意外にも式場に個人の思い出の品や遺影以外の写真等を飾った人は半数に満たず。
一方で飾った人は葬儀自体の満足度が高い傾向に。
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また「葬儀をやってよかった」「どちらかといえばよかった」と答えた方は、
「飾らなかった」場合が85％に対し、「飾った」場合が98％と高い結果となりました。
思い出の品や写真を飾ることが葬儀の満足度を上げる要因の一つになっていることが推
測されます。
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Q6. 葬儀社に任せてよかったことは何ですか？

葬儀で感動したことに関して、最も多かった回答は「葬儀社の対応(133名)」で、2番目は「多く
の参列者が集まってくれたこと(99名)」、3番目は「祭壇の飾りつけ(82名)」という結果になりま
した。
葬儀をおこなうにあたり葬儀社は、喪主やご遺族の目線になって提案、相談を受けることが重要
であり、その姿勢から感動したことに「葬儀社の対応」が入ったのではないかと考えられます。

近年、新型コロナウイルス感染症対策として、少人数で見送ることが注目される中、参列出来な
かった側の「弔い不足」が話題となっております。家族葬では喪主側の負担が減ることがメリッ
トとなりますが、本調査で「多くの参列者が集まってくれること」が上位となっていることから、
参列者が多いことが葬儀の満足度を上げる要因の一つになっていることが推測されます。

葬儀社に任せて良かったベスト３は
「葬儀の飾りつけ」、「食事の手配」、「返礼品の選定」

Q5. 葬儀で感動したことはなんですか？

葬儀社に任せてよかったこととして多く上げられたのは、「葬儀の飾りつけ(263名)」となりまし
た。その他には「食事の手配(173名)」、「返礼品の選定(106名)」と続き、どれもご遺族の負担
が多いものが上位に入りました。
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故人がお亡くなりになる前から進めていた準備が「ある」と回答した方に、準備していたことを
質問したところ、「葬儀社の決定」が最も多い回答となり、続いて「葬儀の規模、内容」、「連
絡先リスト」などが上がりました。どの項目も均等に票が集まり、葬儀社の決定が圧倒的に重視
されていることが分かりました。
近年「墓じまい」や「終活」が多く取り上げられていますが、親世代と子世代それぞれが認識の
すり合わせ/話し合っていくことが重要であり、そこから「満足のいくお葬式」に繋がると考え
られます。

Q7.故人がお亡くなりになる前から進めていた準備はありますか？

Q8. (Q7.で故人がお亡くなりになる前から進めていた準備が「ある」と回答された方へご質問

です。) 準備していたことは何ですか？

故人が亡くなる前から準備を進めていた方は全体のわずか2割で、8割は「準備をしていない/しよ
うと思っていたが、どうしたらいいのか分からなかった」という結果になりました。その背景に
は「相談先が分からない」、「親と話しにくい」ことが1つの要因にあると考えられます。

事前に終活をおこなうことで「満足のいく葬式」を迎えられる
事前準備で最も回答が多いのは「葬儀社の決定」が59％
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『tsunagoo』は従来紙面に印刷するのが常識であった訃報をWebページ

として生成、そこから弔電、供物、香典受付までスマホで完結でき、喪

家や会葬者と葬儀社様の双方にとって非常に便利なサービスです。

コロナ禍で葬儀に参列できない方が増えるなど変化が求められる葬儀業

界で、ますます利用が加速しています。

tsunagoo（つなぐ）： https://www.mds.ne.jp/service_tsunagoo.html

葬儀現場スタッフが選ぶ遺族に喜ばれるサービスNo.1

葬儀のお困りごとを解決する『tsunagoo（つなぐ）』
ご利用登録会館数3,000会館を突破！

株式会社アスカネット概要

会社名 ：株式会社アスカネット ( https://www.asukanet.co.jp )

所在地 ：〒731-0138 広島県広島市安佐南区祇園3-28-14

設立 ：1995年7月6日

資本金 ：4.9 億円

代表者 ：代表取締役社長松尾雄司（まつおゆうじ）

事業内容：フォトブック事業 フューネラル事業 空中ディスプレイ事業

※本リリースに記載されている社名・製品名等は、各社の商標または登録商標です。

＊その他アスカネットが提供する葬儀サービス情報はコチラ：https://www.mds.ne.jp/

＜報道関係者からのお問合せ先＞
アスカネット広報事務局 / 担当：小石、折田
TEL：03-6427-1627 FAX：03-6730-9713 E-mail：contact@kartz.co.jp

アスカネットは「やってよかった」と思われるお葬式のお手伝いをします

故人様の生前のスナップ写真数枚をひとつのお写真として作成いたします。

ご家族との思い出の写真や趣味の写真などをお使いいただくことで故人様

の人柄が溢れるコラージュ写真ができあがります。

エントランスやロビーでのメモリアルコーナーで、会葬者の方にも印象に

残る演出が可能になります。シンプルな背景や、ゴルフ・野球など、故人

が生前お好きだった趣味をテーマにした背景も追加しておりますので故人

に合わせた背景をお選びいただけます。

メモリアルコラージュ：https://www.mds.ne.jp/service_memorial.html

エントランスやロビーでのメモリアルコーナーの演出に

「メモリアルコラージュ」

※モデルはイメージです。

※特許取得済

https://www.asukanet.co.jp
mailto:contact@kartz.co.jp
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